




 

 PMD 児のホスピクリズム症状に対じ、緩和し除去できる様に、私達職員は、

どう援助し仕事の中にどう生して行くかという目的でこの研究を行った。特に

今回は要因の一つど考えられている親子関係を中心としてアンケート調査を行

った。その結果、親と子に対して次の様な働きかけを実践した。 

 親に対して、1.家庭訪問、2.伝書バドの利用、3.親の積極的な行事参加、((ｲ)

母親による手作りおやつ、(ﾛ)夏休み地蔵盆の擬疑店、(ﾊ)親子ゲーム大会)それ

ぞれ計画段階から積極的な参加を要請して参加してもらっている。この様に子

どもと話し合いとふれ合いの時間を持つ様に働きかけの途中にある。これと平

行して、病棟年間行事を通じて、子どもへの働きかけとして成果の得られてい

る会食会を紹介する。 


